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京
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、
１
８
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年
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を
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げ
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。
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農

業
大
学
と
な
っ
て
１
０
０
年
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記
念
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年
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６
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２３
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大
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、

２
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部
２
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大
学
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３
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等
学
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中
学
校
、
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つ
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小
学
校
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有
し
て
お
り
、
大
き

な
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
学
園
化
構
想
を
展
開
し
て
い
る
。
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し
て
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に
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院
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輝
く
大
学
と
し
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機
能
す
る
よ
う
に

保
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者
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窓
会
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員
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び
応
援
し
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く
だ
さ
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様
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ご
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き
な
が
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発
展
し
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。
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徒
・
学
生
の
数
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減
少
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一

途
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辿
っ
て
お
り
、
盤
石
な
経
営
を
維
持
推
進
す
る
た

め
に
は
、
教
育
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研
究
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質
の
確
保
・
向
上
な
ら
び
に

課
外
活
動
の
充
実
化
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不
可
欠
で
あ
る
。
最
も
重
要
な

こ
と
は
、
建
学
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精
神
を
し
っ
か
り
と
意
識
し
た
豊
か

な
教
育
環
境
の
構
築
で
あ
る
。
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、
経
営
層
の
み
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法
人
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働
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す
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財
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、
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と

し
て
経
営
感
覚
を
持
ち
、
教
職
協
働
を
高
い
視
点
で
意

識
す
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。
さ
ら
に
教
育
・
研
究
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関
と
し
て
、
ヒ
ト
を
育
て
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た
め
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相
手
の
心
を
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え

た
発
言
や
行
動
を
意
識
す
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こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

誰
も
が
接
す
る
ヒ
ト
を
意
識
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
第
一
歩
で
あ
る
「
あ
い
さ
つ
を
す
る
」、「
あ
い
さ
つ

の
で
き
る
」
教
育
環
境
を
構
築
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
〝
あ
い
さ
つ
〟
は
、
相
手
に
聞
こ
え
な
く
て
は
意

味
が
な
く
、
大
き
な
声
で
し
っ
か
り
と
相
手
の
目
を
見

つ
め
て
コ
ン
タ
ク
ト
す
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。
苦
手

な
ヒ
ト
も
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
一
歩
一
歩

し
っ
か
り
と
行
動
で
き
る
学
園
を
次
代
に
も
継
承
し
た

い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
最
近
の
高
等
教
育
の
み
な
ら
ず
初
等
中
等
教

育
の
現
場
に
お
い
て
も
「
探
究
学
習
」
と
い
う
言
葉
が

聞
か
れ
る
が
、「
真
の
探
究
学
習
」
が
実
装
さ
れ
て
い
る

現
場
は
少
な
い
よ
う
に
思
う
。
探
究
と
は
、
科
学
的
な

反
応
や
自
然
現
象
・
観
察
に
お
い
て
疑
問
点
を
見
つ
け

出
し
、
そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
文
献
検
索
に
よ
っ
て

計
画
を
立
て
、
実
験
な
ど
に
よ
っ
て
結
果
を
導
き
出
し

現代社会における教育・研究の質向上を目指して
江口   文陽

学校法人東京農業大学理事長
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て
考
察
す
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
探
究
学
習
に

お
い
て
は
、
情
報
科
学
や
生
物
学
な
ど
の
基
本
が
大
切

に
な
る
。
初
等
中
等
の
時
代
か
ら
自
然
観
察
を
し
っ
か

り
と
行
っ
て
「
問
い
」
を
見
つ
け
出
す
五
感
を
研
ぎ
澄

ま
す
こ
と
が
、
大
切
で
は
な
い
か
と
思
う
。
生
活
の
中

の
小
さ
な
疑
問
を
「
問
う
心
」
を
現
在
の
日
本
の
教
育

の
中
で
し
っ
か
り
展
開
す
る
こ
と
が
、
地
球
規
模
で
の

変
化
に
も
対
応
可
能
な
人
間
力
を
育
む
こ
と
に
な
る
と

考
え
て
い
る
。

理
系
、
文
系
、
文
理
融
合
な
ど
と
い
っ
た
入
試
制
度

や
偏
差
値
教
育
で
の
学
び
の
場
の
選
択
も
ひ
と
つ
の
手

段
で
は
あ
る
が
、「
真
の
探
究
学
習
」
を
実
践
す
る
教

育
・
研
究
現
場
の
醸
成
が
肝
心
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
に
お
い
て
は
、
我
が
国
の

「
真
の
探
究
教
育
」
に
関
す
る
推
進
を
目
指
し
て
高
大

連
携
活
動
も
始
め
て
い
る
。
法
人
間
に
お
け
る
探
究
学

習
の
基
盤
整
備
と
し
て
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式
の
特
別
講

義
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
講
座
」
を
２
０
２
４
年
度
か
ら

併
設
高
校
の
生
徒
に
も
開
講
。
２
０
２
５
年
度
か
ら
は

新
た
に
包
括
連
携
協
定
校
に
も
開
講
し
て
法
人
傘
下
の

東
京
農
業
大
学
や
東
京
情
報
大
学
の
広
大
な
学
術
・
研

究
領
域
の
一
端
を
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
に
も
開
放
す

る
。
社
会
課
題
の
解
決
に
一
歩
進
ん
だ
ア
プ
ロ
ー
チ
を

展
開
し
、
中
学
校
や
高
等
学
校
に
お
け
る
探
究
学
習
の

充
実
化
に
貢
献
し
た
い
。
高
大
接
続
の
促
進
を
目
的
に

早
期
履
修
制
度
（
ア
ド
バ
ン
ス
ト
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
）

を
採
用
し
て
い
く
。
特
別
講
義
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
講

座
」
を
科
目
等
履
修
生
と
し
て
受
講
し
、
一
定
の
成
績

を
収
め
た
高
等
学
校
の
生
徒
は
、
東
京
農
業
大
学
・
東

京
情
報
大
学
（
学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
設
置
大
学
）

へ
の
入
学
後
、
学
則
に
基
づ
き
単
位
認
定
す
る
。
高
校

生
で
あ
り
な
が
ら
、
ひ
と
足
早
く
幅
広
く
大
学
レ
ベ
ル

の
学
問
を
体
感
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
単
位
を
先
取
り

し
て
大
学
入
学
後
の
可
処
分
時
間
を
増
や
し
、
更
な
る

学
習
と
研
究
の
時
間
に
充
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
も
ら

い
た
い
。
学
校
法
人
東
京
農
業
大
学
は
、
今
後
も
現
代

社
会
の
教
育
・
研
究
の
新
し
い
取
り
組
み
に
も
果
敢
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
。
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